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【公表番号】特表2013-506495(P2013-506495A)
【公表日】平成25年2月28日(2013.2.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-010
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｌ   2/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ   2/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ   2/24    　　　　
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年4月14日(2014.4.14)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　滅菌システムであって、
　液体滅菌剤源と、
　気化した滅菌剤を異なるように調整可能な速度でキャリアガス中に独立に注入する複数
の蒸発器と、を備え、
　それぞれの前記蒸発器は、同時に、可変に、かつ独立に前記蒸発器への滅菌剤の注入速
度を制御する個別の液体滅菌剤制御器を含み、
　前記滅菌システムはさらに、
　それぞれの前記蒸発器から、滅菌されるエンクロージャの別々の領域へと前記滅菌剤の
蒸気を移送する、少なくとも１つの供給ラインと、
　相互接続された制御器のネットワークと、を備え、
　前記制御器のネットワークは、複数の制御部を備え、
　前記複数の制御部のそれぞれは、選択された濃度の滅菌剤の蒸気を前記領域のそれぞれ
へと提供するように、関連付けられた蒸発器が気化した滅菌剤を注入する速度を独立に調
整するように前記関連付けられた蒸発器を制御し、
　前記複数の制御部は互いに続けて接続されており、
　前記複数の制御部のうちの１つである主制御部は、前記滅菌剤の蒸気の注入を全体とし
て調整するように、前記ネットワークを介して前記複数の制御部を制御するように構成さ
れており、
　前記複数の制御部のうちの任意の１つが、前記複数の制御部のすべてに対する前記主制
御部となることができ、
　前記エンクロージャの前記別々の領域のそれぞれにおける状況を検知する複数の監視器
をさらに備え、
　前記相互接続された制御器の前記ネットワークは、複数の前記別々の領域において前記
検知された複数の状況に応じて、前記蒸発器のそれぞれが前記キャリアガスへと気化した
滅菌剤を注入する速度を制御する
　ことを特徴とする滅菌システム。
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【請求項２】
　前記検知される状況は、温度、圧力、相対湿度、気流速度、滅菌剤濃度、及びこれらの
組み合わせから選択されることを特徴とする、請求項１に記載の滅菌システム。
【請求項３】
　前記滅菌剤は過酸化水素を含むことを特徴とする、請求項１又は２に記載の滅菌システ
ム。
【請求項４】
　前記滅菌剤は気化過酸化水素及びアンモニアを含むことを特徴とする、請求項３に記載
の滅菌システム。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　滅菌システムの一実施形態によれば、滅菌システムは前記エンクロージャの前記別々の
領域のそれぞれにおける状況を検知する複数の監視器をさらに備え、前記相互接続された
制御器の前記ネットワークは、複数の前記別々の領域において前記検出された複数の状況
に応じて、前記蒸発器のそれぞれが前記キャリアガスへと気化した滅菌剤を注入する速度
を制御する。前記検出される状況は、温度、圧力、相対湿度、気流速度、滅菌剤濃度、及
びこれらの組み合わせから選択されてもよい。
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